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本翻訳は､ キャロライン・ヨダー著 『トラウマの癒し―暴力が襲い､ コミュニティの安全が脅かさ

れたとき』 の ｢第４章 癒されないトラウマの連鎖サイクル｣ (����������������������������������������� ����������������������������������������������������������) を訳出した

ものである｡

本書が含まれる���������������������������������������シリーズは､ 平和構築について実践的

な研究と教育を行う米国の高等教育機関である��������������������������の��������������������������������(正義と平和構築センター) によって出されている小冊子シリーズの一部である｡ 特に

平和構築の分野において､ 国連等による軍事介入や国際法による支援といったマクロな動きがあるの

に対して､ ��������������������������������は､ 例えば内戦等によって被害を受けた地域のコミュ
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ニティレベルでの平和構築 (人間関係の和解やコミュニティ再生など) の世界的な拠点となっている｡

本シリーズは､ 平和構築において有用な実践的概念や理論をまとめたもので､ 他に､ ���������������������������������(����������������訳書 森田ゆり訳 『責任と癒し』 築地書館､ 2008) や､ �������������������������������������(����������������������訳書 水野節子・宮崎誉訳 『敵対

から共生へ』 ヨベル､ 2010) など､ 13冊のシリーズからなる｡

本書����������������������������は､ 従来､ 心理学や精神医学の領域で､ 外傷的な体験によ

る個人的な精神病理や心理的状態として扱われてきたトラウマについて､ 対人関係や集団としてみた

ときに､ それは新たな次なる暴力や紛争を生み出す重要な動力となるという暴力の連鎖サイクルのメ

カニズムを明らかにし､ 特に､ コミュニティや社会の皆が傷ついてトラウマを抱えているようなとき

(トラウマ化社会) では､ 他者を敵とみなして攻撃することが正当化され社会風潮や社会判断となっ

たり､ 真実を語ったり被害に対する喪の作業をしたりすることすら難しくなったりしていき､ 暴力の

連鎖サイクルが社会の中で文化や制度として定着していくメカニズムがあることを､ わかりやすく解

説している良書である｡ またそのメカニズムから抜けだすための道筋を力強く示している｡

このメカニズムは､ 内戦地などでは､ 攻撃された被害者のトラウマ (主にこころの外傷体験) が､

次の攻撃となって繰り返されるという想像しやすいものであるが､ しかし､ 本書でものべられている

ように､ この現象は､ 津波などの自然災害や家庭や組織内など身近なレベルでも見られる｡ 訳者が､

ここ数年取り組んできた東日本大震災による原発災害被災者や被災地域での人間関係の分断について

も､ 補償における線引きなど様々な他の要素が複雑に絡んでいるのと同時に､ この“トラウマと紛争

の連鎖に関する理論 (トラウマによって ｢私たち｣ 対 ｢あの人たち｣ の意識が強化されたり､ 他者攻

撃に走りやすくなったりすることなど) で説明される点もある｡ もちろん､ また､ 本書でものべられ

ているように､ トラウマのエネルギーは､ 他者に向かって攻撃となるパターン以外に､ 自分自身や内

側に向かうこともあり､ その場合は､ ストレス性疾患につながったり､ 依存症や､ うつや､ 悪くすれ

ば自殺などにつながったりしていく｡ これもまた､ 被災地や被災者の中で行っている苦難の現象を十

分に説明するものである｡

トラウマケア (�������������トラウマの癒し) は､ アフリカ等内戦地では､ 紛争予防あるいは平

和構築のプログラムの一部として定着してきているが､ 本書が論じる“トラウマ (心的外傷) と紛争”

“トラウマと繰り返される他者攻撃”に関する理論は､ この日本の震災や環境災害等における分断や

コンフリクトを考える上でも有効であるにもかかわらず､ 日本ではいまだきちんと紹介されておらず､

活用されていない｡ また､ 東南アジア諸国・地域など隣国・地域との安全保障や平和な関係を考えて

いくうえでも､ 参考にすることができるだろう｡

このような背景のもとに､ この本を翻訳することとした｡ 今回は､ 本書の中で一番中核となる２つ

の章である ｢第４章 癒されないトラウマの連鎖サイクル｣ と ｢第５章 連鎖サイクルをブレークす

る―癒しと安全への旅路｣ のうち､ 第４章を訳出した｡ 第４章は､ トラウマを得る体験が､ いかにし

て次なる他者攻撃へと姿を変えていくのかについて､ そのメカニズムを極めて明快に論じている章で

ある｡ 第５章は､ その他者攻撃に姿を変えていく連鎖サイクルを断ち切り､ トラウマの癒し (トラウ

マからの真の回復) と個人・コミュニティ・社会の持続的な安全を確立していくための方法が述べら

れる｡
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��������������という用語は､ もともとの原義は外傷であるが､ 近年特に心理的な外傷のことを指す言葉

として英語圏でも定着してきている｡ 日本では､ 心的外傷､ 心の傷などとも訳されることが多い｡ 本

稿での������は心的外傷と訳してもほぼ問題はないが､ 本翻訳では著者ヨダーが､ 通常の心理学や精

神医学でいう������(心的外傷) とは異なった側面からこの現象に焦点を当てたいと考えていること

の意をくみ取り､ また､ 本来外傷的体験によるトラウマは､ 心的､ 身体的､ 社会的､ 霊的 (���������)
など多様な側面に影響として顕れるものとして総合的にとらえていく必要があるだろうという訳者自

身の考えから､ カタカナでトラウマと訳すこととした｡ 本翻訳でいうトラウマの定義については､ 原

書の第２章で詳しく述べられているが､ ここではそのサマリーを用いて ｢通常のストレス適応や反応

の能力を超えるほどの脅威に侵された生理心理的状態｣ とすることとする｡�������������の�������は､ 直訳すれば ｢癒し｣ である｡ しかし､ 日本語の ｢癒し｣ には､ 病的状

態からの回復・治癒といった意味もあれば､ 心や体が安らぐことや､ その安らぎを与えるある種の属

性を示す意味など､ 多様な意味もある｡ �������������自体はトラウマからの回復という言葉に最も

近い言葉であるが､ 訳出上､ �������を回復としてしまうと意味が通じにくい個所があったため､ 本稿

では､ 癒しという言葉をそのまま用いることとした｡ しかしながら､ 回復と近い意味であると理解し

ていただけると幸甚である｡�������������������の������は､ 周期・循環の意のサイクルであるが､ ここで複数形で������となっ

ているように､ 本書では､ サイクルが次のサイクルへと連鎖していくさまに重点を置いて書かれてい

る｡ そのため､ ����������������������������������を全体として､ 癒されないトラウマの連鎖サ

イクルとした｡

他の訳語については､ 訳の中の脚注で述べてゆくこととする｡ また､ 読み易さのために訳者が加え

た言葉は [ ] で本文中では示すこととする｡

訳

｢第４章 癒されないトラウマの連鎖サイクル｣

変容されない痛みは伝染していく―リチャード・ロア (�����������)
トラウマを引き起こすような暴力が､ 私たちの安全を粉々に打ち砕いてしまったとき､ それがテロ

によるものでも津波によるものであったとしても､ 私たちは分かれ道に立つことになる｡ [二つの道

のうち] 一つの道は､ 私たちはその苦難の思いを何か意味のある修復的なもの､ 世界への贈り物に変

容させ始めることもできる､ という道だ｡ その点については､ 次章で詳しく述べるとする｡

しかしながら､ この章では､ 分かれ道のうちで私たちがむしろより頻繁に旅することになるもう一

方の道について､ 詳しくみていくこととする｡ それは､ 通常のトラウマの反応が被害と暴力の破壊的

なサイクルに姿を変えていくという道である｡ そちらの道の選択の結果というのは､ 日々､ メディア

や個人やグループが､ 病気､ 喪失､ 裏切り､ 戦いや戦争に関して語るその“語りやストーリー”の中

にも､ 明確に見て取ることができる｡ そこでは､ 苦難や､ 不正義､ 猛烈な怒り､ 報復､ 嫌悪が語られ
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る｡

フレッド・ラスキン (����������) は､ このような応報的な語りを“苦しみのストーリー (語り)”

と呼ぶ｡ 変わりゆくことのない苦しみのストーリー (語り) をもった個人やグループは､ 行き詰った

状態にあるのだ｡ [前章で述べた] トラウマの普通に皆に起こる反応は､ 被害と暴力の破壊的サイク

ルに姿を変えながら続いていくのである｡

[本章では､ 後述 (�����) する] 敵／攻撃者サイクル (�����������������������) を用いて､

個人や大集団での癒されないトラウマ (��������������) の連鎖サイクルに関し､ いくつかの複雑な

要因に関することも含めて詳しくみていくこととしよう｡ トラウマになる体験で苦しみの中にある者

が､ どのようにして､ 何か月も何年もあるいは何世紀にもわたって報復的な暴力の致死的サイクルに

押し出されていくのかが､ わかるだろう｡��������������������������������
心的外傷後ストレス障害 (PTSD) は､ トラウマによる深刻な反応や症状が１か月以上続くときに､

医療や精神保健の専門家によって個人に与えられる診断名である｡ 症状としては､ トラウマとなる出

来事の再体験が継続すること､ その出来事に関する刺激を避け続けてしまうこと､ 普段の反応も鈍く

なること､ 過覚醒が続くことなどがある｡

特に大規模なできごと [(大規模災害や戦争など)] や､ 現在進行形のトラウマや､ 非西洋社会にお

いて､ この診断がどのように役に立つものであり､ どのくらい広く使われるべきものなのかというこ

とについては､ 現在も議論が進行中である｡ 一般的には､ 人口のほんの少しのパーセンテージの人が

深刻なトラウマ反応をもち､ 精神保健治療・ケアを必要とするという認識が受け入れられている｡ し

かし､ この診断を広く使うことは､ トラウマ的状況の普通の反応を病理化することになるとみる人も

中にはいる｡

一方で､ トラウマを測る基準としてPTSDを使うことで､ 人口中のトラウマ反応をもつ人の数を実

際よりも少なく見積もってしまう､ すなわち最小化してしまうという危険性もある｡ 前章以前でみた

ように､ トラウマは､ 身体､ 精神､ スピリチュアルな側面１の全てに影響を与える｡ 現在進行形のト

ラウマの最中や､ トラウマとなる出来事の最初の時期には､ その個人やグループは落ち着いて見え､

心的外傷後反応のうちマイルドなものがいくつかあるだけか､ 全くない“通常の状態”と見えること

もある｡

人間は､ 極めてリジリエント２にできているものであり､ 多くの人は生来､ とてもよく適応できる

ものである｡ しかし､ そのトラウマが対処されず､ あるいは続きゆくと､ 多くの人は凍りついてしまっ

たような無感覚状態､ あるいは､ 内的な過覚醒､ もしくはその二つの行き来するようなことを経験す

る｡ PTSDのような心的外傷の症状がないことや､ 基本的な機能を遂行する能力がある (例えば学校

や職場に行き続けることができるといった) ということがトラウマがあるなしの“証明”ではないの

である｡ それは､ 人間関係の質や､ その出来事から何か月､ 何年､ 何世紀と続く個人やコミュニティ

や社会の行動の中に現れるのである｡ 私たちは､ そのトラウマがその姿をどのように表すか､ トラウ

マとなる出来事や時期の影響の全容がどのようなものかを理解するためには､ 個人､ 集団､ 社会にお

ける再現的行動を見ていく必要があるのである｡
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�������������
再現行動―癒されないトラウマのエネルギーが自身 (アクト・イン行動) や他者 (アクト・アウト

行動) に向かうこと―はディストレスと癒されないトラウマのサインである [表１､ 本稿末の参考図

２]｡ そのような問題のサインは､ しばしば (そして無意識に)､ そのトラウマとなる出来事の記念日

あたりに集中する｡ 逆説的にも､ 再現は､ そのトラウマの影響を解決しようとしているということを

意味する｡ 再現行動は､ 重要な公衆衛生学上の課題であり､ 人々や集団が心理的そしてスピリチュア

ルな助けを必要としている､ ということを示すものである｡

癒されないトラウマの影響は､ においやしぐさ､ 声のトーン､ 集団力学や象徴といった一見小さな

出来事が､ 侵襲的な反応や脳の低モード反応に私たちを押し出すための意識的または無意識的記憶の

引き金になる､ といったような具合で見ることができる｡ より長くトラウマが対処されないでいれば

いるほど､ [ヘップ３が] “同時発火した神経細胞は結合を強める (���������������������������)�といっ

たように神経経路が強化されるようであり､ 私たちの反応手段が機能しないようになる｡ 癒されない

トラウマによる高い警戒状態が続くことで､ 私たちの合理的な脳は非合理になり､ 他の人々や集団の

無害な行為に対してさえ､ “脅威”という意味を付与するようになりえるのである｡����
これまでみてきたように､ トラウマは､ 私たち

が思慮があり感情もある知的な個人として機能す

るのを助ける眼窩前頭皮質の能力を混乱させ破壊

する｡ 神経生物学研究は､ 基本的には集団や社会

よりも個人に焦点を当ててきた｡ しかし､ マーサ・

カブレラ (�������������) とヴァスミク・ヴォ

ルカン (������������) の大規模で現在進行形

のトラウマに対処する社会に関する記述は､ 機能

障害に陥った個人に関するそれと､ 完全なまでに

似ておりパラレルである｡

本書第３章 [前章] では､ これらは､ 脳の辺縁

系での恐怖反応､ フレキシブルであること､ 他者

の痛みに共感を覚えること､ 自分への気づき､ 倫

理的に善意をもって行為することなど､ 感情を統

御することを含むということを述べた｡ カリブの

ニカラグアでは､ 何十年に渡る紛争のあとで､ コ

ミュニケーションの能力､ フレキシブルで寛容で

ある能力､ 人々の間の信頼が減ったことが観察さ

れた､ とのニカラグアでの経験者の言葉を前章で

紹介した｡ アパシーや孤立化､ 攻撃性､ 慢性の身

癒されないトラウマの連鎖サイクル 109

表１ トラウマ(暴力)のエネルギーの再現の例

アクト・イン
(自分自身にトラウマの
エネルギーが向かう場合)

・薬物依存
・過食や虚飾
・自傷行為
・抑うつ
・不安
・仕事中毒
・身体的な病気
・自殺

アクト・アウト
(他者にトラウマの
エネルギーが向かう場合)

・配偶者間虐待
・児童虐待
・ギャング活動
・犯罪活動
・高リスク行動
・攻撃的行動
・応報的な論争
・戦争

個人や社会における他のディストレス・サイン

・アパシー (市民生活､政治､開発などに対
するアパシーを含む､また､低
生産性)

・コミュニケーション障害
(沈黙､ 真実を抑圧する)

・共感の欠如と違いに対して不寛容になる
こと
・二項対立化､ これかさもなくればという
考え方
・信頼することができなくなる
・環境劣化
・高い割合での性機能障害と売春
・高い割合での医療利用



体疾患､ ドメスティック・バイオレンスや自殺が

増えたこと､ 他者の視点から歴史をみることがで

きなくなることも観察された｡

ヴォルカンは､ 大規模なトラウマとコンフリク

トをもつ社会は､ ジョン・マーク (��������)
が“被害者のエゴ”と名付けたようなもの､ すな

わち他者の苦しみに共感するために自身の痛みを

越えてものを見るということができなくなる状態､

が典型的にみられることを観察した｡ 結果として､ 報復的な暴力に関わっていくことにほとんど罪悪

感がなくなり､ 被害者や自身の行為で生み出された苦しみに対して責任をもつことがなくなっていく｡�������
健全な喪の作業や悲嘆は､ 個人的な喪失であっても､ テロであっても､ 津波災害であっても､ それ

によるトラウマからの癒しのキーとなる｡ 堪えがたい痛みからまずは私たちを守るために､ 動けなく

なってしまったり､ 無感覚になったり､ (心理的) 抑圧をしたりという状態から､ 喪の作業によって､

その状態を打ち壊し抜け出すことが可能になる｡

悲嘆や喪の作業は､ 私たちの心身とスピリットを解凍し､ 私たちが創造的に考え､ 十分に感じるこ

とができ､ また前に向かって前進することを可能にする｡ しかしながら､ 悲嘆の作業は多くの理由で

妨げられてしまうことが多い [表２]｡

第一に､ 私たちの無感覚や否認４を解放するほどの感情は､ まるで死のように､ 圧倒するほどの激

しいものだからである｡ その感情は､ 恥辱､ 激烈な怒り､ 恐怖､ 絶望など様々である｡ それがあまり

に激しいものであるために､ 私たちが強くあろうとし“トラウマを乗り越えよう”とし､ そして前に

進もうとするにしたがって､ トラウマは [表現され得ずに] 抑圧され続けるのである｡ しかしながら､

怒りは表面の下でくすぶっていることが多い｡ 脳に関する研究は､ 怒りや激怒は私たちが悲しみを感

じる能力をブロックしまい､ 喪の作業のプロセスをより複雑にするということを示している｡

第二に､ 私たちは､ 自分が認めようとしないことについては､ 悲しみ追悼することができないとい

うことである｡ もしかしたら､ 自分たちの側は､ [目の前の戦いで] 負けた側あるいは面目を失った

側かもしれない｡ あるいは､ 勝った側かもしれないが､ 喪失を悲嘆することは､ 相手の側が私たちを

何らか征服したようなことを意味すると思って恐れてしまうのか､ 悲嘆し追悼することができないこ

とがある｡ 何が起こったかについて真実を知ることは､ 最後の希望のかけらを打ち砕いてしまうよう

であることが､ しばしばある｡

第三に､ 認めることということは真実を語ることの実践であり､ それは､ 社会や経済や経済的秩序

を脅かすことになる可能性があるからである｡ 例えば､ 薬物依存者の家族は､ その問題をできるかぎ

りおおごとでないようにしようとしたり､ あるいは､ その依存症にかかっている家族に対して敵対し

たりする｡ その問題が､ 彼ら家族の世界をひっくり返して台無しにしてしまうことを恐れるからであ

る｡ 国のレベルでも､ 残虐さや不名誉な出来事や政策を白日の下に晒そうとする人は､ 愛国心がない
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・圧倒するような感情が出てくることへの恐れがあ
るとき
・起こったことに向き合えないとき
・すでに知っている“秩序”への脅威となるとき
・真実を手に入れることが難しいとき
・トラウマが現在進行形であるとき
・通常の儀式を行うことができないとき

表２ 喪の作業への障害



とレッテルを貼られることもある｡ さらに悪ければ､ 彼らは､ 信用を落とされたり､ 発言を禁じられ

たり､ あるいは殺されることもある｡

第四には､ ある種の環境下では何が起こったのかを知ること自体が､ 不可能であることがある｡ 例

えば､ 未解決の犯罪や､ 捕まったり､ 戦闘､ 自殺､ 匿名での抑留によって行方不明になっている兵士

などである｡ そのような状況は､ ポウリーン・ボス (�����������) が愛する人やより広い社会への

“あいまいな悲嘆”“凍結した悲しみ”と呼ぶところのものを作り出す｡

第五には､ 喪の作業や悲嘆は､ もしトラウマとなる出来事が現在進行形で急性期にあるときには､

それ [(喪の作業や悲嘆)] 自体が妨害させられることがある｡ 例えば中東や西アフリカなどはその例

である｡ そこでの焦点はまず生き残ることとなる｡ 日々の身の安全への関心が他のすべてのことに優

先せざるを得ないのである｡

第六には､ 悲嘆は､ 亡くなった大切な人の体がないことや､ あるいは合同墓地の中に埋められた自

身の家族を探すことなどによっても､ 影響を受ける｡ 例えば2004年のスマトラ島沖大地震での大規模

な津波のあとには､ 通常の文化的宗教的な儀式はできなかったわけだが､ [同様の例としては､ 911で

家族を亡くした] マリー (�����) はそのことについて彼女の語りの中で次のように述べている｡

彼ら (政府) が飛行機を再び飛ばす許可をしてすぐに､ 私は､ ニューヨークに戻りました｡ 私

たちは､ (家族の亡骸や遺品などが) 何も残っていない中で何をすべきか､ ということを経験せ

ざるを得ませんでした｡ 私は､ 兄は基本的に火葬されたのだと考えることとし､ 私は火葬 [自体]

については何の問題もありませんでした｡ しかし､ そうであっても､ そのことは私に影響を与え

ました｡ 遺体も､ 墓もない｡ このことは世界中で人々が向き合う最も難しいことの一つに違いあ

りません｡ 家族が家から遠く離れたところで亡くなるとか､ あるいは集団埋葬され何も残ってい

ないといったことは…｡

喪の作業が不完了になるのはそれなりの理由があるとしても､ 結果的に起こる凍結してしまった悲

しみは､ トラウマから癒されることを妨害し､ 人々が低モード脳状態でアクト・アウトしてしまうこ

とを容易にしてしまい続けるのである｡ 通常の恐怖は容易にパニックやパラノイアに､ 痛みは絶望に､

怒りの気持ちは激怒や逆上に､ 恥辱や恥は自分の正当性の主張への強迫的な欲動に､ 姿を変ええるの

である｡ 慎重かつ堂々とした正義を探究することは､ 報復や復讐によって混乱させられることもある｡

これらのパターンやフラストレーションは､ もし [第３章でまとめたような] 正義のニーズが満たさ

れなければ､ 増幅される｡ さらに恐ろしいことには､ 私たちが被害者・サバイバーであることから新

たな攻撃者へとなっていくことを可能にするような意味を持たせる語りに､ 入っていきやすくなるの

である｡���������
トラウマが私たちの世界を粉々にしたときに､ 私たちは何が起こったのか説明する方法を探そうと

する｡ 私たちは､ その出来事に意味を与えようとするストーリーや形を生み出す｡ 脅威や恐怖､ 悲し

み､ 満たされないニーズの脅迫の下で､ 私たちはしばしば無意識にも､ そのような慣れ親しんだ語り
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に掛け金をかけ､ 無反省に従ってしまうのである｡ 次の二つは､ このような状況でよく陥る語りのパ

ターンである｡

よくある語り：

・善対悪という語り

・贖い (あがない) としての暴力

そのようなときには､ それらの語りは論理的で､ 誇らしいものにさえ見える｡ 結局､ それらは慣親

しんだ脳の神経回路なのである｡ しかしながら､ 図１のモデルの左のパート､ 敵／攻撃者サイクルは､

これらの意味を見出していくための台本が､ どのようにして､ 家族やコミュニティや国家に何世代に

もわたって影響を及ぼしていく致死的な暴力のサイクルに私たちをして導いていくのか､ を示すので

ある｡

モデルのこの部分は､ アクト・アウトの反応である｡ 一見して､ これがテロリストによる攻撃など

の状況に非常に関係しているように見えるかもしれないが､ 自然災害や構造的暴力を体験した人々に

も類似したダイナミクスが起こる｡

敵／攻撃者サイクルは､ サバイバー／被害者サイクルよりもより予測可能な進行をたどるものの､

いくつかの状況は巧妙にも線形な関係をもっている｡ 前の章でも述べたように､ 図のそれぞれのポイ

ントの番号は､ 下記の説明を容易にするために振っているものであり､ その順番で反応が起こるといっ

たことを示すための番号ではない｡ 概念は､ もともとは大規模なコンフリクト・紛争ケースに応用さ

れたものであり､ それについては次のディスカッションの焦点となる｡ しかしながら､ これらは､ 例

えば離婚の非常に苦い紛争・�藤の中にある人のような個人にも､ またあてはまるのである｡

敵／攻撃者サイクルは､ トラウマを引き起こすような出来事があったときの避けがたい反応ではな

いが､ しかし甚だよく見られるものである｡ 実際ヴォルカンは､ これらの反応について､ 民族､ 国､

宗教に関する紛争､ 敵意もしくは紛争がある場所において作用し始める“大集団心理の儀式”である､

と語っている｡ このサイクルは､ トラウマの癒しが起こっておらず､ 集団が自身を間違った行為の被
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図１ 敵／攻撃者＆サバイバー／被害者サイクル
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害者であるとみているときに発動する (図１の①)｡ 被害者としての感覚は､ 選ばれたトラウマ５

(������������) のように歴史的な出来事によるものかもしれないし､ もしくは､ 前には安全だった

集団のプライドとアイデンティティが､ 挑発的脅しと突然の攻撃によって中断させられたときのよう

な最近の危機かもしれない｡

その起源 [(元の原因)] に関わらず､ 集団の安全がより粉々にされたり脅かされたりすればするほ

ど､ メンバーはその集団アイデンティティに傾いていく (②)｡“われわれ 対 彼ら”といった感覚

が育ち､ もしくは深くなり､ 旗や歌や服装や食べ物や他の慣習など､ 愛国的あるいはグループ内の象

徴によって表現される｡��������
高い警戒の風潮の中では､ 集団は､ 何が起こったのかを説明し正当性を主張する感覚を提供するた

めに､ 考えることなく善対悪という語りを採用してしまう (③)｡ このことは､ 善の側には､ 人間の

善を脱ぎ捨ててしまった敵に､ 彼らの望まない特徴を投影することを許すことになる｡ 他者に悪を投

影することは､“善”の側自身の短絡や､ 彼ら自身も紛争に貢献していることや､ 彼ら自身の機能不

全あるいは社会内部の闇から､ 注目をそらすことになる｡ 本質的には､“他者”はスケープゴートと

して犠牲となるのである｡

リーダーやメディア､ そして無反省な市民は､ その善対悪という語りが独り歩きし始めるまで､ そ

れを支え維持する役割を果たす｡ それらの語りは､ 集団がその集合的アイデンティティの核とする選

ばれたトラウマになるかもしれない｡ 一度､ 文化の中に埋め込まれてしまうと､ その選ばれたトラウ

マの語りは､ 消しさることは難しくなる｡

この雰囲気の中では､ 真実というものが最初の犠牲者となる｡ 事実は捻じ曲げられ､ 動機ややる気

は粉飾され､ ヒーローと悪役が作り出される｡ その語りを変えようとすることは裏切り行為を見なさ

れる｡

集団や国が善対悪という語りを採用するときに､ もう一つの側を悪魔化して非人間化するというプ

ロセスが容易に次に続く (④)｡“テロリスト”とか“悪の枢軸”“異端者”といった名前は､“人間

ではない”“狂っている”“動物だ”“野蛮人的だ”という記述子と織り合わされたものである｡

“他者”が非人間化され悪であるときに､ 生命の尊厳という道徳基準は適用されなくなる｡ このよう

にして､ 危険なほどに単純化された分析が､ 同様に単純化された解決法を伴って､ 勢いを得るのであ

る｡ もし､ その悪の人々や集団が原因ならば､ 解決法は､ 彼らから我々自身を引き離すこと､ 何とか

して彼らを取り除くこと､ もしくは彼らを殺すことだ､ ということになるのである｡�������������
第二のよくある語りのパターンは､ 贖いとしての暴力という古代的な語りである｡ 暴力は暴力を乗

り越えるために使われなければならないというものだ (⑤)｡ 暴力は私たちを安全にし､ 自由に保ち､

プライドやほこりの感覚を修復する力をもつように見える｡ ラム (���) のストーリーの中で､ 彼は

下記のようにいう｡
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“選ばれたトラウマ [(������������)]”の感情は､ コミュニティや部族全体を飲み込んでし

まいました｡ 彼らは犠牲に対する復讐の行為を正当化し､ 同胞を苦しみを受けるに値する“他者”

とアイデンティファイするのです｡ 例えば､“焦土作戦”を用いることは正当化できる､ なぜな

らば､“われわれもまた､ 彼らの手によって苦しんだのだから”ということを多くの人々は感じ

るのです｡ すべての北部の者は殺されるに値する殺人者“アナーニャ”であるとレッテルを貼ら

れました｡ 多くの無実の人々が､ 例えば車のタイヤを首に巻かれて焼かれるといった残虐なやり

方で殺されました｡

ジル・バイリー (����������) などが示したように､ 贖いとしての暴力という語りは未来にも適用

され､“他者”への暴力を正当化する｡ また､ 過去にも適用され､ 現在を正当化したり説明するのを

助けたりするのである｡�������
脅威と安全の問題は､ 集団や国家によって対処される必要のある現実の課題である｡ しかし､ リー

ダーと市民などが高警戒状態で感情も高まっているときに､ 脅威に対して真に対策となることを決定

することは頻繁に難しくなる (⑥ ⑦)｡ これは意図的とか意識的でないのかもしれないが､ ヴォルカ

ンが“悪性のリーダー”と呼ぶところの人たちは､ 下記によって､ 不安や恐怖をエスカレートさせる｡

・危険を誇張する

・現実と空想の境界線をぼやけさせる

・公衆に対して､ 迫りくる非特定の潜在的脅威について思いだせるようなものを､ 定期的に浴びせ

かける

・事実や目標や状況の公表を差し控えたり､ ゆがませたり間違ったりして伝えることによって､ 操

る

・悪口や中傷に参加する

・異議を唱える見解に対して､ 愛国心に欠けた反逆者であるとレッテルをはる

・“我々／彼ら”“善／悪”といった二項対立を使うことで非人間化する｡

トラウマ的な環境においては､ 彼らに､ 集団 (心理) 反応とそれらのリーダーに喜んでついていき

たい気持ちが起こる､ ということを考えた時に､ 認知ということが､ その真実と同じくらい重要とな

る｡ 受け取られた脅威が大きければ大きいほど､ 集団のアイデンティティやナショナリズムの感覚は

より大きくなり､ その原因のためあるいはお国のために死ぬことが､ そのアイデンティテイを失うよ

りも好ましい､ とみなされるようになる可能性が大きくなる｡ また､ 受け取られた脅威が大きければ

大きいほど､“被害者化 (�������������) のエゴ”が大きくなる｡“被害者化のエゴ”とは､ 自身の痛

みによってあまりに一点集中して目隠しされてしまうがゆえに､ 自分たちの側が相手側にもたらした

痛みを見ることに失敗してしまう傾向のことである｡
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マルチトラック外交研究所 (�����������������������������������) の共同創始者であるルイーズ・

ダイアモンド (�������������) は､ このことを下記のように述べる｡

私は､ 世界中の政治的リーダーが人々を操るために恐怖を使うのを見てきた｡ これはよくある

戦術で､ 一つには､ そうすることで今権力の座にあるものが権力の座に居続けることを確かにす

ることができるからである｡ それは､ 人間の意識の最高の部分に働きかけるものではなく､ むし

ろ最低の部分に働きかけるやり方である｡ 人々を恐怖の霧の中に催眠的に捕まえておくことで､

彼らは救いのない感覚にとどまらざるを得ず､ そのことで民主主義は弱体化し､ 人間の社会と精

神の進化を妨げてしまうのである｡

トラウマをもつ個人､ 集団､ 国家は､ これらの古くから続く語りを､ まるで眠っているのか､ 展開

していく神話のドラマに気づかないかのように､ 演じていくのである｡ 私たちがこの現状を､ 無意識

に生きている状態だとか､ より低モードの脳機能だとか､ 集合的な [心理的防衛機制としての] 否認

だとか､ より低次の性質だとか､ トラウマや罪やグループシンクの再現だとか､ そのように呼ぶか呼

ばないかに関係なく､ 最終の結果は同じなのである｡ 他者への攻撃が､ 自衛､ 正義､ 安全保障､ 名誉

もしくは自由のためといった名のもとに正当化されていく (⑨)｡

しかし､ 私たちが切望し､ そのために戦い死んでいく安全 (��������) は､ めったに長期に続く結

果にはならない｡ 正義の戦いや聖戦の範囲であっても暴力は､ 人々や社会を､ より傷つき､ 屈辱的で､

高い警戒状態で､ 怒りや､ 恐れに満ち悲嘆する状態にすることになる｡ このことは､ 自分たち自身の

善対悪という語りや､ また正義と正当性へのニーズを伴ったアイデンティティの感覚が増したより多

くの集団を､ 作り出すのだ｡ そしてこれは､ 新たな暴力の敵／攻撃者サイクルに姿を変えていくサバ

イバー／被害者サイクルをより多く開始することとなる｡ そのようにして､ その次々に生まれくるサ

イクルのように､ 私たちの新しい日々を毎日満たすような復讐のストーリーが､ 日々新しく始まるの

である｡ ラム (���) は述べている｡

暴力は､ [本来] 対話と理解を必要とする政治的課題への反応として､ 制度化される｡ 復讐の

願望は､ 暴力を長続きさせるだけである｡������������
よく知られたことわざとは対照的に､ 時間はすべての傷を癒してくれるわけではない｡ 癒されない

トラウマは､ 家庭やコミュニティや国において､ 世代から世代へと受け継がれる｡ そのトラウマのエ

ネルギーがアクト・インする [(自身や内側に向かう)] とき､ うつや､ 不安や､ 薬物依存､ 家庭内・

児童虐待を通じて顕れ､ それは､ [その] 家族､ コミュニティ､ 社会システムに影響する｡ 一方で､

先に話したようなプロセスを通じて､ アクト・アウトし､ 外側や他者に影響を及ぼしていくのである｡

続きゆく世代の中で､ 後の世代は､ 上の世代の凍結されてしまった悲しみと､ アクト・インやアク

ト・アウトの行動の重荷に､ 耐えてゆかざるを得なくなる｡ 加えて､ 祖先の喪失や被害者化された気

持ちや､ 正義のために戦うことや復讐することを､ 申し立て続けねばならないといった“共有の課題
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(����������)”を与えられるかもしれない｡ これらの [前の世代から] 分け与えられた共有の課題の

すべてに共通している特徴は､ 大集団としての記憶を生きたものとして保つことである｡ 一般的に､

これらの課題は､ 次の世代では効果的に扱われることはなく､ そのせいで､ それらは､ さらにまた次

の世代へと､ ときには形を変えながら､ 受け渡されていくのである｡

個人と社会は､ 安全が成立していないときに被害者性と暴力のサイクルに留まらされてしまうとい

うことを､ どのように避けることができるのだろうか｡ リーダーたちは―彼らもまた市民と同様にト

ラウマをもってしまっているわけだが､ どのようにして､ 暴力の復讐の連鎖サイクルを発動するので

なく､ 短期的そして長期的な安全を保障していけるのだろうか｡

次章では､ 私たちは､ 地獄の底にいたにもかかわらず､ それを押し分けて進もうとしている人々か

ら立ち現れてきた [もう一つの道への] 地図を､ 詳しくみていくこととする｡ それは､ 恐怖にさらさ

れて言いなりになることも､ 安全のための手段として暴力に頼ることも､ 支持しないやり方である

[参考資料２：図３ (本稿 P.117)]｡

＜参考資料１：図２＞

参考 図２は､ ４ページの ｢再現､ 引き金となるできごと｣ の節の内容を理解するための図である｡

米国の��������������������������における本書の内容に関する教育プログラムである����プログ

ラム (�����������������������������������������プログラム) を2010年３月に受けたときに筆者

が得た資料を基に作成した｡
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＜参考資料２：図３＞

本章に続く ｢第５章 連鎖サイクルを断ち切る―癒しと安全への旅路｣ では､ 本章第４章で記述さ

れたトラウマ (暴力) の連鎖サイクルをどのように断ち切り､ トラウマの癒しと持続的な社会やコミュ

ニティの安全を形成していくかについての戦略が述べられている｡ 本翻訳では､ 第５章の訳出は行わ

ないが､ そのエッセンスを示す表を参考資料として下記に掲載する｡

�
１ ��������������の訳として､ ここでは､ 身体､ 精神､ スピリチュアルな側面とする｡

２ リジリエントは､ ｢回復力のある｣ といった意味であるが､ 近年では日本語でも災害や傷つきからの

回復力を示す言葉として ｢リジリアンス｣ ｢リジリエンス｣ といった言葉が片仮名で用いられること

も多いため､ ここではその形容詞としてリジリエントを片仮名で示すこととする｡

３ ドナルド・ヘップによる神経細胞に関するヘップの法則｡

４ 心理的防衛機制としての否認｡ 認めたくない事実を認めないことによって自身の心理的安全を守る

メカニズム｡

５ 選ばれたトラウマ (������������) は､ 民族等さまざま集団において､ 世代を越えて受け継がれ､

その集団が一つにまとまってあり続けるために､ 集団のアイデンティティを保つ機能として活用さ

れるようなトラウマ (のストーリー) のことである｡ 原著������������(����) ����
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